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透していった（Duff 1989, Malmkjær 2010, Vermes 2010, Wilkins 1974）。Cook (2014) は「一国家・
一民族・一言語（en: One Nation, One Language, One People ）」という古典的な国家主義的スロー
ガンを「一教室・一学習者・一言語（en: One Classroom, One Learner, One Language）という比
喩に例えて、単一言語主義で学習者の母語排斥を目指す外国語教授法にはこのような文化的優
越主義（Canagarajah 1999）の要素があると指摘している。本稿では翻訳行為は文法訳読法その
ものではないということ、語学教育で使われる翻訳（Translation in Language Teaching, TILT）は






たTILT やHall & Cook (2012) が提唱した「学習者の母語は学習言語の習得を促進するために使





少（Canagarajah 1999）、学習者の自信増加（Butzkamm & Caldwell 2009）、学習者のモチベーショ
ンの持続およびレアリアを使った翻訳タスクから得られる豊富な言語的・文化的な経験
（Mogahed 2011）、学習者のモチベーション調査で翻訳タスクが一番とした回答が最多だった














































欧州委員会（en: European Commission）の公式WEB ページ 7 の資料によると、2014 年現在










of Europe）が開発し、2001年に公表されたCEFR（Common European framework of Reference for 
Languages: learning, teaching and assessment, 以下CEFR と略）の言語教育理念として知られる
「複言語主義」(plurilingualism) である。その発表以来、世界的な波及効果をもたらしたCEFR と
国際交流基金が日本語の文脈で開発し、2010 年に公開した「JF 日本語教育スタンドード」（以








2.4.1 CEFR の言語活動 
 
















れは 2.2 で述べたTILT や「母語使用運動」が欧州の文脈においては正当な言語活動として認め
















ある。例えばクリケットに全く興味のない日英バイリンガルに list of cricketers who have scored 
centuries を日本語に翻訳するように頼むと恐らく CENTURY が分からないと言うだろう。気
軽に使えるオンラインの翻訳サービスのように「_何世紀_も得点したクリケット選手のリスト」

























2)  絶対に先生の翻訳したサンプルが欲しい。 
3)  辞書は分からない言葉の意味を見つけられる万能の道具だ。 
4)  テキストの中にある全ての言葉が「置き換え」可能だ。辞書はそのためにある。 
 
上記 1)と 2) のビリーフは根強い。そこで、一行翻訳（スピード翻訳）の課題を出して原文か
ら何通りもの訳出が可能なことを認識させる。すると翻訳には決まった正解というものがない













を教えると有効である。1 つは辞書から選んだ言葉をまたオリジナルに戻す折り返し翻訳 (back 
























































2 事例 1：「リーズ大学日本語プログラムにおける翻訳－Blackboard Wiki を使った英日翻訳授業－」（リー
ズ大学 森本一樹氏）、事例2：Translating a picture book（エディンバラ大学2年生による絵本翻訳プロジェ
クト）、事例3：「NHK と BBC における放送通訳の変遷と確立」（ジャーナリスト 清水健氏）。 





5 詳しくは本号のGuy Cook氏のセミナーレポートを参照されたい。 
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